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クッシング症候群：臨床所見

Lancet. 2023;402:2237-2252. 

血栓リスク



クッシング症候群：原因、疫学

Lancet. 2023;402:2237-2252. 

最多：クッシング病 (下垂体腺腫)

ACTH依存ACTH”非”依存

いずれも女性に多い



クッシング症候群：診断

1) まず除外！

①外因性グルココルチコイド

②非腫瘍性の高コルチゾール血症

Lancet. 2023;402:2237-2252. 

2) 次にスクリーニング！



Diagnostics (Basel). 2023;13:1415. 

高コルチゾール血症

偽性クッシング症候群

外因性/医原性
(ステロイド治療)



Diagnostics (Basel). 2023;13:1415. 

コルチゾール評価

・遊離コルチゾールのみが尿、唾液で排出

・血清で総コルチゾール濃度を評価

90%



★生理的高コルチゾール・偽性クッシング症候群

Up to date: Establishing the diagnosis of Cushing syndrome

1) 身体所見を合併し得る

(赤色皮膚線状、紫斑、近位筋萎縮など)

・妊娠

・高度肥満：特に内臓肥満、多嚢胞性卵巣症候群

・精神的ストレス：特にうつ

・コントロール不良の糖尿病

・慢性アルコール依存症

・身体的ストレス：身体疾患、手術侵襲、疼痛

・閉塞性睡眠時無呼吸症候群

2) 身体所見を合併しにくい

・低栄養：特に摂食障害

・過度な運動習慣

・視床下部性無月経

・高CBG (corticosteroid-binding protein)

・グルココルチコイド耐性

*クッシング症候群では、肥満・うつ・アルコール依存も多い

難しい=専門医に要相談



★慢性アルコール依存症の偽性クッシング症候群

Neth J Med. 2011;69:318-323. 

・詳細な病態機序 (副腎機能への影響)は不明だが、下垂体ACTHの過剰分泌あり。

・クッシング症候群と同様に、低容量デキサメタゾン抑制不良や24時間UFCの増加あり。

摂取不足や下痢を背景に低カリウムも合併しやすい。

・約4週間のアルコール中止(減量)後に改善する。

・クッシング症候群との鑑別は難しい

①アルコール依存者は肝障害が多い。

②負荷試験 (デスモプレシン、ヘキサレリン(GHRP)など)は有用かもしれない。

②アルコール中止後の再評価 (改善の有無)が重要。



高コルチゾールとVTE

内因性 (Cushing症候群) 外因性 (ステロイド療法)

凝固系の亢進：特にvWFとFⅧの増加

線溶系の低下

(ホモシステインの増加)

炎症疾患の有無・病勢で異なる

Eur J Endocrinol. 2015;173:R101-R113. 



外因性グルココルチコイドとVTE

・ステロイド療法中の患者は、VTEリスクとなる基礎疾患やリスク因子を持つことが多い。

・経口ステロイド内服 (全身投与)はVTEのリスクである。

イギリスのコホート研究 (1994-2000年 n=6550)

・経口のほか、吸入や腸管作用ステロイドもVTEのリスクとなる。

デンマークのケース・コントロール研究 (2005-2011年 n=38765)

・基礎疾患の病勢によるVTEリスクもあるが、やはりステロイド療法自体もリスクとなる。

ステロイド低容量でもリスクは増加し、新規のみならず再発VTEのリスクにもなる。

オランダのコホート研究 (1999-2004年 n=4956)

JAMA Intern Med. 2013;173:743-752. 

Arch Intern Med. 2007;167:935-943. 

Br J Haematol. 2021;193:1194-1202. 



Q. 偽性クッシング症候群による血栓リスクはあるか？

A. 血栓リスクについての報告なし。

 併存するリスク因子の影響はあるかもしれない。
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